
 

 

 

 

 

                          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～  西北台小学校離任される先生方～ 
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「笑顔いっぱい」 「元気いっぱい」 「夢いっぱい」 の西北台っ子 
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終業式・修了式・離任式を実施しました。小学校の六年間というのは，大人か
ら見ると大きな成長の時期です。ひらがなすら書けなかった児童が自分の思いを
文章にすることができます。児童は，多くのことができるようになっていること
を自覚せずに日々生活しています。無我夢中で毎日，過ごしているのです。そこ
で大人は，何かができるようになるたびに認めて価値づけていく必要がありま
す。つい，できていないことやもっとこうなってほしいといったことに目がいく
ことが多くありませんか？ある児童に「校長先生の小学生の時より，ものすごく
字がきれいだね。」と声を掛けたことがあります。その時，その児童は驚いてい
ましたが，そのあと笑顔になりました。できるだけ児童の伸びをみつけて声を掛
けるだけで次からの行動が違ってきます。「よし，もっと頑張るぞ。」という気持
ちが芽生えるような声掛けが必要ですね。失敗してもいいけど次が大事ですよ
ね。一年一年，心も体も大きく成長していることを共に認めた上でさらなる期待
を児童にかけましょう。 
最後に私事になりますが，令和６年３月３１日をもちまして，退職いたします。

最後の年に地元で仕事ができたことを大変，嬉しく思っています。至らない点も
多かったことと思いますが保護者・地域の皆様に支えられて勤め上げることがで
きました。厚くお礼申し上げます。 
学校は，保護者・地域の協力があってこそ成り立っていると思います。今後と

も変わらぬご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

「令和６年能登半島地震」によ

って本校で学んでいた児童４名

が，今日で最後の登校になりま

した。それぞれの事情があるの

で，引き留めることはできませ

ん。 

すぐにこの学校に慣れ親しん

でくれただけに・・・素敵な出

会いができたからこそ，寂しい

ですね。 

それぞれの春です。元気に活

躍してくれることを期待してい

ます。 

 


